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愛

蘇
詞
集
編
纂
考

詞
の
み
を
集
め
た
文
集
（
以
下
「
詞
集
」
と
略
称
）
は
宋
代
か
ら
編
纂
さ
れ
た
︒
村
上
哲
見
氏
は（
１
）「
詞
と
詩
が
区
別
さ
れ
る
に
つ
い

て
は
︑
そ
れ
な
り
に
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
り
︑
そ
の
萌
芽
期
︑
つ
ま
り
中
唐
の
詩
人
た
ち
が
長
短
句
の
詞
の
創
作
に
手
を
伸
ば
し
は
じ

め
た
こ
ろ
は
︑
こ
と
さ
ら
に
詩
と
区
別
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
︒
と
い
う
の
は
︑
明
ら
か
に
歌
辞
で
あ
る
長
短
句
の
詞
を
︑
詩
集
の

中
に
収
録
し
て
い
る
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
︑
更
に
︑
稀
に
例
外
は
あ
る
も
の
の
︑「
宋
代
に
な
る
と
詞
は
詩
と
は
っ
き
り
区
別

さ
れ
︑
従
っ
て
詩
集
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
︑
そ
の
例
の
一
つ
に
蘇
軾
（
字
は
子
瞻
︑
号
は
東
坡
居
士
︑
一

〇
三
七－

一
一
〇
一
）
を
挙
げ
た
︒
蘇
軾
は
︑
詩
・
文
・
書
・
画
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
才
能
を
発
揮
し
た
が
︑
詞
に
お
い
て
も
彼
が

創
始
し
た
豪
放
な
作
風
は
新
た
な
表
現
方
法
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
︒
で
は
︑
そ
う
し
た
蘇
軾
の
詞
は
如
何
に
し
て
編
纂
さ
れ
︑
伝
承

さ
れ
た
の
か
︒

蘇
軾
の
詩
文
集
︑
即
ち
蘇
集
に
つ
い
て
︑
筆
者
は
こ
れ
ま
で
北
宋
に
お
け
る
源
流
の
様
相
︑
そ
し
て
︑
南
宋
に
か
け
て
の
編
纂
過
程

を
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
き
た
︒
自
ら
別
集
で
あ
る
『
欒
城
集
』
を
編
纂
し
た
弟
の
蘇
轍
（
字
は
子
由
︑
一
〇
三
九－

一
一
一
二
）
と
は

異
な
り（
２
）︑
蘇
軾
は
門
人
で
あ
る
陳
師
仲
・
劉
沔
に
よ
る
別
集
の
編
纂
を
経
て
︑
更
に
蘇
轍
や
末
子
の
蘇
過
（
字
は
叔
党
）
の
助
力
に
よ

り
増
補
・
校
正
を
行
い
︑『
東
坡
集
』『
東
坡
後
集
』『
和
陶
詩
集
』
を
編
定
し
た
︒
し
か
し
︑
詞
集
は
そ
れ
に
該
当
せ
ず
︑
ま
た
︑
不
確

定
な
要
素
が
多
か
っ
た
た
め
論
及
を
避
け
て
い
た（
３
）︒
本
稿
で
は
︑
蘇
軾
の
歿
し
た
北
宋
末
か
ら
現
在
の
定
本
と
さ
れ
る
『
東
坡
楽
府
』

が
刊
行
さ
れ
る
元
代
ま
で
の
蘇
詞
集
編
纂
の
流
れ
を
辿
り
︑
各
時
代
の
蘇
詞
集
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
い（
４
）︒
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一
、
北
宋
末
に
お
け
る
蘇
詞
集
―
編
纂
の
源
流

山
本
和
義
氏
は
蘇
軾
の
官
界
に
お
け
る
人
生
を
四
期
に
分
け
て
説
明
し
た（
５
）︒
科
挙
応
挙
か
ら
烏
台
詩
案
ま
で
を
一
期
と
し
︑
以
後
︑

黄
州
流
謫
を
二
期
︑
元
祐
更
化
を
三
期
︑
嶺
外
流
謫
か
ら
死
去
ま
で
を
四
期
と
す
る
︒
こ
れ
は
彼
の
文
学
創
作
に
お
い
て
も
大
き
な
分

岐
点
と
さ
れ
る
︒
そ
こ
で
︑
中
華
書
局
刊
『
蘇
軾
詞
編
年
校
注（
６
）』
に
拠
っ
て
各
期
の
詞
を
数
え
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
※
編
年
詞

二
九
二
首
あ
り
︒
未
編
年
詞
三
九
首
︑
残
句
十
一
則
は
除
外
す
る
）︒

第
一
期
（
嘉
祐
六
年
（
一
〇
五
六
）
三
月
～
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
十
二
月　

蘇
軾
21
歳
～
44
歳
）：
一
〇
九
首

第
二
期
（
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
正
月
～
元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
三
月　

蘇
軾
45
歳
～
50
歳
）：　
　

九
九
首

第
三
期
（
元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
四
月
～
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
十
二
月　

蘇
軾
50
歳
～
58
歳
）：　

五
六
首

第
四
期
（
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
正
月
～
建
中
康
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
七
月　

蘇
軾
59
歳
～
66
歳
）：
二
八
首

 

蘇
軾
の
詞
に
対
す
る
創
作
意
欲
は
偏
向
し
て
お
り
︑
主
に
壮
年
期
に
集
中
し
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
因
み
に
︑
蘇
軾
が
前
半
生
の
集
大

成
と
し
て
『
東
坡
集
』
四
十
巻
を
編
纂
し
た
の
は
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
頃
の
こ
と
で
︑
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
ま
で
に
創
作
さ

れ
た
蘇
詞
の
総
数
は
既
に
二
五
六
首
で
あ
り
︑
現
存
す
る
蘇
詞
の
ほ
ぼ
八
割
に
相
当
す
る
が
︑
詞
集
の
編
纂
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
︒
前

述
し
た
よ
う
に
︑
蘇
軾
の
生
前
に
世
に
流
伝
し
た
文
集
は
︑
蘇
軾
が
主
に
門
人
が
編
纂
を
行
い
︑
そ
の
後
︑
蘇
軾
が
認
定
す
る
と
い
う

方
式
を
採
っ
た
が
︑
詞
集
に
つ
い
て
は
彼
の
中
で
も
優
先
順
位
が
低
か
っ
た
の
か
︑
管
見
の
及
ぶ
限
り
︑
詞
集
の
編
纂
や
伝
承
に
蘇
軾

が
意
欲
を
示
し
た
資
料
は
見
ら
れ
な
い
︒
蘇
軾
の
死
の
翌
年
に
蘇
轍
が
撰
述
し
た
蘇
軾
の
墓
誌
銘
に
も
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら（
７
）︑
蘇
軾

の
生
前
に
彼
の
意
志
を
反
映
し
た
詞
集
は
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

し
か
し
︑
今
に
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
︑
北
宋
末
に
編
纂
さ
れ
た
二
本
の
蘇
詞
集
が
存
在
し
て
い
た
︒

⑴
張
康
国
編
『
蘇
詞
』（
仮
称
）
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⑵
編
者
未
詳 

蜀
本
『
蘇
詞
』（
仮
称
）

 

こ
の
二
本
は
︑
南
宋
に
至
っ
て
『
東
坡
先
生
長
短
句
』
を
編
纂
し
た
曾
慥
（
字
は
端
伯
︑
号
は
至
游
居
士
）
の
跋
文
に（
８
）︑
編
纂
の
際

に
用
い
た
校
正
資
料
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
た
︒

『
東
坡
先
生
長
短
句
』
既
鏤
板
︑
復
得
張
賓
老
所
編
︑
并
載
於
蜀
本
者
︑
悉
收
之
︒
江
山
麗
秀
之
句
︑
樽
俎
戲
劇
之
詞
︑
捜
羅
幾
盡

矣
︒
傳
之
無
窮
︑
想
像
豪
放
風
流
之
不
可
及
也
︒
紹
興
辛
未
孟
冬
至
游
居
士
曾
慥
題
︒

『
東
坡
先
生
長
短
句
』
は
既
に
鏤
板
し
︑
復
た
張
賓
老
の
編
む
所
を
得
︑
并
せ
て
蜀
本
に
載
せ
る
者
︑
悉
く
之
を
収
む
︒
江
山
麗
秀

の
句
︑
樽
俎
戯
劇
の
詞
︑
捜
羅
し
て
幾
ん
ど
尽
く
さ
ん
︒
之
を
無
窮
に
伝
へ
て
︑
豪
放
風
流
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
を
想
像
す
る
な

り
︒
紹
興
辛
未
孟
冬 

至
游
居
士
曾
慥
題
す
︒

 

つ
ま
り
︑
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
に
曾
慥
が
『
東
坡
先
生
長
短
句
』
を
編
纂
す
る
よ
り
以
前
に
世
に
通
行
し
て
い
た
蘇
詞
集

は
こ
の
二
本
で
あ
っ
た
︒
特
に
⑴
の
編
者
で
あ
る
張
康
国
（
字
は
賓
老
︑
一
〇
五
六－

一
一
〇
九
）
は
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
の
進

士
で
︑
蘇
軾
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
が
︑
生
涯
を
通
じ
て
蘇
軾
と
交
遊
し
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
︒
彼
は
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）

九
月
に
翰
林
学
士
承
旨
か
ら
尚
書
左
丞
に
昇
進
し
た
が
︑
そ
れ
を
記
し
た
『
続
資
治
通
鑑
』
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

康
國
︑
揚
州
人
︒
紹
聖
中
︑
蔡
京
治
役
法
︑
薦
爲
屬
︒
及
京
當
國
︑
定
元
祐
黨
籍
︑
置
看
詳
講
議
司
︑
編
彙
章
牘
︑
康
國
皆
預
密

謀
︑
故
京
引
援
之
甚
力
︒
自
福
建
轉
運
判
官
不
三
歲
︑
入
翰
林
爲
承
旨
︑
遂
登
政
府
︒
復
以
其
兄
康
伯
︑
代
爲
翰
林
學
士
︒

︹
張
︺
康
国
︑
揚
州
の
人
な
り
︒
紹
聖
中
︑
蔡
京
役
法
を
治
め
し
と
き
︑
薦
め
て
属
と
為
す
︒
京
当
国
す
る
に
及
び
︑
元
祐
党
籍
を

定
め
︑
看
詳
講
議
司
を
置
き
︑
章
牘
を
編
彙
す
る
は
︑
康
国
皆
密
謀
に
預
か
り
︑
故
に
京
之
を
引
援
す
る
こ
と
甚
だ
力
む
︒
福
建

転
運
判
官
よ
り
三
歳
な
ら
ず
し
て
︑
翰
林
に
入
り
て
承
旨
と
為
り
︑
遂
に
政
府
に
登
る
︒
復
た
其
の
兄
康
伯
を
以
て
︑
代
へ
て
翰

林
学
士
と
為
す
︒
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即
ち
︑
張
康
国
は
蔡
京
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
︑
蘇
軾
を
含
む
元
祐
党
人
お
よ
そ
百
二
十
人
の
名
を
刻
ん
だ
「
元
祐

党
籍
碑
」
の
設
置
や
︑
元
祐
党
人
を
断
罪
す
る
根
拠
と
す
る
た
め
の
「
編
類
章
疏
」
に
携
わ
る
な
ど
︑「
元
祐
党
禁
」
の
執
行
に
深
く
関

与
し
て
い
た（
９
）︒
そ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
対
極
に
在
っ
た
人
物
が
如
何
に
し
て
蘇
詞
を
集
め
︑
詞
集
と
し
て
編
纂
す
る
に
至
っ
た
の
か
︒

実
は
張
康
国
に
は
︑
蘇
軾
と
繋
が
り
の
深
い
人
物
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
︒
彼
の
一
族
で
あ
る
揚
州
張
氏
に
は
︑
科
挙
の
応

挙
か
ら
蘇
軾
・
蘇
轍
を
後
援
し
た
張
方
平
（
字
は
安
道
︑
一
〇
〇
七－

九
一
）
が
お
り
︑
蘇
軾
は
張
方
平
の
別
集
『
楽
全
先
生
文
集
』

の
校
閲
及
び
序
文
の
撰
述
を
行
い
︑
そ
の
歿
後
に
も
彼
の
墓
誌
銘
を
撰
述
す
る
な
ど
一
族
間
の
交
遊
は
継
続
し
て
い
た）

10
（

︒
ま
た
︑
元
祐

七
年
（
一
〇
九
二
）
十
月
︑
張
康
国
は
范
祖
禹
に
よ
っ
て
饒
州
教
授
に
推
挙
さ
れ
︑
任
官
し
た
︒
更
に
︑
そ
の
頃
か
ら
死
去
す
る
ま
で

の
十
八
年
間
︑
張
康
国
に
仕
え
た
側
近
の
韓
持
正
（
字
は
存
中
）
は
潁
川
韓
氏
で
あ
り
︑
潁
川
︑
即
ち
潁
昌
府
は
蘇
軾
歿
後
の
蘇
轍
や

蘇
過
な
ど
の
蘇
氏
一
族
が
居
住
し
た
と
こ
ろ
で
︑
元
祐
党
禁
に
よ
る
弾
圧
を
避
け
た
范
氏
一
族
や
韓
氏
一
族
の
多
く
も
縁
故
を
頼
っ
て

潁
昌
府
に
居
を
移
し
た）

11
（

︒
韓
持
正
も
︑
詳
し
い
時
期
は
不
明
な
が
ら
︑
蘇
轍
の
末
子
蘇
遜
（
字
は
叔
寛
）
や
︑
蘇
過
の
親
友
で
姻
戚
で

も
あ
る
范
寥
（
字
は
信
中
）︑
呂
本
中
（
字
は
居
仁
）
な
ど
と
交
際
し
て
い
た
と
い
う）

11
（

︒

張
康
国
は
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
二
月
に
知
枢
密
院
事
と
な
っ
た
頃
か
ら
蔡
京
と
の
間
に
隔
意
が
生
じ
︑
徽
宗
の
密
命
を
受
け
て

蔡
京
を
退
け
ん
と
画
策
し
た
︒
そ
の
後
︑
そ
の
政
争
の
最
中
の
大
観
三
年
（
一
一
〇
九
）
三
月
に
暴
死
し
た
こ
と
か
ら
毒
殺
の
説
も
あ

る
と
い
う
︒
劉
尚
栄
氏
は
張
康
国
の
蘇
詞
集
編
纂
の
時
期
に
つ
い
て
︑「
其
所
編
東
坡
詞
︐
当
在
晩
年
与
蔡
京
分
道
揚
鑣
之
後）

13
（

」
と
述
べ

て
お
り
︑
つ
ま
り
︑
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
か
ら
大
観
三
年
（
一
一
〇
九
）
の
間
と
す
る
︒
范
祖
禹
に）

14
（

「
敏
而
好
學
︑
文
雅
有
餘
（
敏

に
し
て
学
を
好
み
︑
文
雅
余
り
有
り
）」
と
評
さ
れ
た
張
康
国
は
︑
お
そ
ら
く
蘇
軾
と
そ
の
政
治
的
な
見
解
︑
処
世
観
な
ど
の
一
致
は
せ

ず
︑
直
に
交
際
す
る
機
会
は
持
た
な
か
っ
た
も
の
の
︑
自
ら
の
権
力
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
︑
そ
の
文
才
を
駆
使
し
て
︑
蘇
詞
集
を
編
纂
し

た
の
で
あ
ろ
う
︒

ま
た
︑
⑵
の
蜀
本
に
つ
い
て
は
︑
蘇
軾
の
故
郷
で
あ
る
蜀
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
詞
集
で
あ
り
︑
当
時
の
有
力
な
通
行
本
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
こ
れ
も
今
に
伝
わ
ら
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
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二
、
南
宋
に
お
け
る
蘇
詞
集
―
再
編
集
と
注
釈
の
出
現

靖
康
の
変
に
よ
っ
て
南
遷
し
た
後
に
成
立
し
た
南
宋
に
お
い
て
︑
蘇
軾
の
名
誉
は
徐
々
に
回
復
し
︑
そ
れ
に
伴
っ
て
多
く
の
文
集
が

再
刊
さ
れ
た
︒
詞
集
の
編
纂
も
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
た
も
の
と
言
え
る
︒

⑶
曾
慥
編
『
東
坡
先
生
長
短
句
』
二
巻
、『
拾
遺
』
一
巻

⑷
編
者
未
詳
『
東
坡
楽
府
』
二
巻

⑸
編
者
未
詳
『
東
坡
詞
』
二
巻

 

⑶
に
つ
い
て
は
前
章
で
言
及
し
た
が
︑
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
に
曾
慥
が
北
宋
末
に
編
纂
さ
れ
た
二
本
の
蘇
詞
集
を
参
照
し

つ
つ
︑
蘇
詞
を
網
羅
せ
ん
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
︒
曾
慥
は
そ
の
五
年
前
の
紹
興
十
六
年
（
一
一
四
六
）
に
北
宋
の
名
家
の
詞

を
集
め
た
『
楽
府
雅
詞
』
三
巻
及
び
『
拾
遺
』
二
巻
を
撰
し
て
お
り）

15
（

︑
そ
こ
で
蘇
詞
は
収
め
ず
に
別
に
編
纂
し
た
こ
と
か
ら
︑
蘇
軾
を

特
別
視
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
︒
原
本
は
散
逸
し
た
が
︑
明
の
呉
訥
編
『
唐
宋
名
賢
百
家
詞
』
に
収
め
る
『
東
坡
詞
』
上
下
二
巻
︑『
拾

遺
』
一
巻
は
⑶
を
抄
録
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
天
一
閣
鈔
本
と
紫
芝
漫
鈔
本
が
今
に
伝
わ
る）

16
（

︒

⑷
は
︑
清
の
季
振
宜
（
字
は
詵
兮
︑
号
は
滄
葦
︑
一
六
三
〇－

七
四
）
の
『
延
令
宋
版
書
目）

17
（

』
に
「『
東
坡
樂
府
』
上
下
二
卷
」
と
記

録
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
南
宋
刊
本
の
『
東
坡
楽
府
』
が
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
︒
因
み
に
︑『
延
令
宋
版
書
目
』
に
は
『
東
坡
長
短

句
』
も
記
さ
れ
て
お
り
︑「『
東
坡
長
短
句
』
十
二
卷
」
と
あ
る
︒
こ
れ
は
巻
数
や
書
名
か
ら
︑
⑶
の
こ
と
で
は
な
く
︑
後
掲
の
⑹
も
し

く
は
⑺
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
︒

⑸
は
︑
南
宋
の
陳
振
孫
（
字
は
伯
玉
︑
号
は
直
斎
︑
一
一
七
九－

一
二
六
二
）
の
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
二
十
一
に
「『
東
坡
詞
』
二

卷
」
と
あ
り
︑
ま
た
︑『
宋
史
』
芸
文
志
の
云
う
「『
詞
』
一
卷
」
は
こ
れ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
巻
数
は
誤
り
か
）︒
更
に
︑
陳
振
孫

は
蘇
詞
の
「
戚
氏
」
の
挿
話
を
李
之
儀
が
紹
介
し
た
跋
文
に
言
及
し
て
「
今
坡
詞
多
有
刊
︑
去
此
篇
者
（
今
坡
詞
多
く
刊
す
る
有
る
も
︑

此
の
篇
を
去
る
者
な
り
）」
と
述
べ
る）

18
（

︒
こ
こ
か
ら
南
宋
に
は
多
く
の
蘇
詞
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
︒
そ
の
中
に
は
以
下
に
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挙
げ
る
よ
う
な
注
釈
本
も
あ
っ
た
︒

⑹
傅
幹
撰
注
『
注
坡
詞
』
十
二
巻

⑺
顧
禧
撰
注
『
補
注
東
坡
長
短
句
』

 

⑹
の
傅
幹
（
字
は
子
立
）
は
︑
福
建
仙
渓
の
人
で
︑
蘇
軾
の
和
陶
詩
に
注
釈
し
た
『
東
坡
和
陶
詩
解
』
十
巻
を
撰
し
た
傅
共
（
字
は

洪
甫
）
の
族
子
で
あ
る
︒
こ
れ
は
現
存
す
る
中
で
は
最
古
の
蘇
詞
集
で
︑
六
十
七
調
二
七
二
首
を
収
録
す
る
︒
洪
邁
『
容
斎
続
筆
』
巻

十
五
「
注
書
難）

19
（

」
に
「
紹
興
初
︑
又
有
傅
洪マ
マ

秀
才
『
注
坡
詞
』︑
鏤
板
錢
塘
（
紹
興
の
初
め
︑
又
た
傅
洪マ
マ

秀
才
の
『
注
坡
詞
』
有
り
︑
板

を
銭
塘
に
鏤
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
︑
紹
興
年
間
（
一
一
三
一－

六
二
）
初
頭
に
銭
塘
に
て
刻
さ
れ
た
︒
よ
っ
て
︑
実
は
⑶
よ
り
も
そ
の

編
纂
時
期
は
早
く
︑
ま
た
︑
そ
の
内
容
に
鑑
み
て
⑶
と
同
様
に
⑴
・
⑵
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
︒
且
つ
︑
仙
渓
傅
氏
に
は
︑

傅
共
・
傅
幹
の
ほ
か
に
︑
今
は
残
巻
が
伝
わ
る
の
み
で
は
あ
る
が
︑
蘇
詩
の
初
期
の
注
釈
本
で
あ
る
『
集
註
東
坡
先
生
詩
前
集
』
十
八

巻
の
十
注
の
一
人
で
あ
り
︑『
東
坡
紀
年
録
』
を
著
し
た
傅
藻
（
字
は
薦
可
）
が
お
り
︑
傅
幹
の
注
釈
が
そ
う
し
た
傅
氏
一
族
の
長
年
の

蓄
積
に
拠
る
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
傅
共
は
⑹
の
序
文
を
担
当
し
て
お
り）

10
（

︑
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

東
坡
□
□
□
□
天
下
︑
其
爲
長
短
句
數
百
章
︑
︙
︙
然
其
寄
意
幽
渺
︑
指
事
深
遠
︑
片
詞
隻
字
︑
皆
有
根
柢
︒
是
以
世
之
玩
者
︑

未
易
識
其
佳
處
︒
︙
︙
余
族
子
幹
︑
嘗
以
舊
□
□
□
□
□
□
︑
用
事
彰
而
解
之
︑
削
其
附
會
者
數
十
︑
□
□
□
□
︑
益
之
以
遺
軼

者
百
餘
□
︑
□
十
有
二
卷
︒
敷
陳
演
析
︑
指
摘
源
流
︑
開
卷
爛
然
︑
衆
美
在
目
︒
予
曰
「
茲
一
奇
也
︒
︙
︙
」
自
茲
以
往
︑
列
屋

閑
居
︑
交
口
教
授
︑
吾
知
秦
柳
晁
賀
之
倫
︑
束
於
高
閣
矣
︒
幹
︑
字
子
立
︑
博
覽
強
記
︑
有
前
輩
風
流
︑
視
其
所
作
︑
可
以
知
其

人
焉
︒
竹
溪
散
人
傅
共
洪
甫
序
︒

東
坡
の
□
□
は
天
下
に
□
□
し
︑
其
れ
長
短
句
数
百
章
を
為
り
︑
︙
︙
然
れ
ば
其
れ
意
に
寄
れ
ば
幽
渺
︑
事
を
指
せ
ば
深
遠
に
し

て
︑
片
詞
隻
字
も
︑
皆
根
柢
有
り
︒
是
を
以
て
世
の
玩
す
る
者
︑
未
だ
其
の
佳
き
処
を
識
る
に
易
か
ら
ず
︒
︙
︙
余
の
族
子
幹
︑

嘗
て
旧
□
を
以
て
□
□
□
□
□
□
︑
事
を
用
て
彰
ら
か
に
し
て
之
を
解
き
︑
其
の
附
会
す
る
者
数
十
を
削
り
て
︑
□
□
□
□
︑
之
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を
益
す
る
に
遺
軼
す
る
者
百
余
□
︑
□
十
有
二
巻
な
り
︒
演
析
を
敷
陳
し
︑
源
流
を
指
摘
し
︑
巻
を
開
け
ば
爛
然
に
し
て
︑
衆
美

目
に
在
り
︒
予
曰
く
「
茲
れ
一
奇
な
り
︒
︙
︙
」
と
︒
茲
よ
り
以
て
往
き
て
︑
屋
を
列
ね
て
閑
居
し
︑
交
口
し
て
教
授
す
れ
ば
︑

吾
秦
柳
晁
賀
の
倫
を
知
り
︑
高
閣
に
束
ぬ
︒
幹
︑
字
は
子
立
︑
博
覧
強
記
に
し
て
︑
前
輩
の
風
流
有
り
︑
其
の
作
る
所
を
視
れ
ば
︑

以
て
其
の
人
を
知
る
べ
し
︒
竹
渓
散
人
傅
共
洪
甫
序
す
︒

 

こ
の
よ
う
に
︑
傅
幹
は
最
初
の
注
釈
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
︑
そ
の
際
︑
多
く
の
文
人
の
詞
論
や
故
事
の
知
識
を
駆
使
し
た
と
い
う
︒

列
ね
た
家
屋
に
て
閑
居
し
て
い
た
傅
幹
の
も
と
に
赴
き
︑「
交
口
し
て
教
授
」
し
た
と
傅
共
が
述
べ
る
よ
う
に
︑
傅
氏
一
族
に
お
い
て
は

各
人
が
蘇
軾
の
詩
詞
を
学
び
︑
そ
の
知
識
を
一
族
内
で
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
︒
但
し
︑
そ
の
注
釈
に
は
洪
邁
を
筆
頭
に
元
や
明

に
お
い
て
も
多
く
の
批
判
が
あ
り
︑
そ
の
評
価
は
毀
誉
相
半
ば
す
る）

11
（

︒

⑺
の
注
釈
者
顧
禧
（
字
は
景
繁
）
は
︑
南
宋
の
蘇
詩
注
釈
の
一
翼
を
担
う
『
施
顧
註
東
坡
先
生
詩
』
四
十
二
巻
の
注
釈
も
行
っ
た
︒

こ
れ
は
施
元
之
（
字
は
徳
初
）
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
︑
顧
禧
が
そ
れ
を
補
助
し
︑
施
元
之
の
子
で
あ
る
施
宿
（
字
は
武
子
）
が
補
完

し
て
出
版
を
行
っ
た
と
い
う
︒
但
し
︑
⑺
は
現
存
せ
ず
︑
南
宋
の
陳
鵠
（
字
は
西
塘
）
の
『
耆
旧
続
聞
』
巻
二
に
︑「
趙
右
史
家
有
顧
禧

景
蕃
補
注
東
坡
長
短
句
眞

云
︙
︙（
趙
右
史
の
家
に
顧
禧
景
蕃
の
東
坡
長
短
句
の
真

に
補
注
す
る
有
り
て
云
ふ
︙
︙
）」
と
い
う
記

録
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
過
去
に
お
け
る
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
︒
顧
禧
は
経
歴
も
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
く
︑
そ
の
編
纂
時
期

も
判
然
と
し
な
い
が
︑
彼
と
同
世
代
と
思
わ
れ
る
施
元
之
は
紹
興
二
十
四
年
（
一
一
五
四
）
の
進
士
で
あ
り
︑
陸
游
（
字
は
務
観
︑
号

は
放
翁
︑
一
一
二
五－

一
二
〇
九
）
が
施
宿
の
要
請
に
よ
っ
て
『
施
顧
註
東
坡
先
生
詩
』
の
序
文
を
作
成
し
た
の
が
嘉
泰
二
年
（
一
二

〇
二
）
で
あ
っ
た
が
︑
こ
の
時
点
で
施
元
之
は
故
人
で
あ
っ
た
︒『
施
顧
註
東
坡
先
生
詩
』
の
正
式
な
刊
行
は
嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
）

で
あ
る
︒
⑺
の
編
纂
も
こ
の
同
時
期
か
若
干
後
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
陸
游
は
「
司
諫
公
以
絶
識
博
學
名
天
下
︑
且
用
工
深
︑

歴
歳
久
︑
又
助
之
以
顧
君
景
蕃
之
該
洽
︑
則
於
東
坡
之
意
︑
蓋
幾
可
以
無
憾
矣
（
司
諫
公
（
施
元
之
）
は
絶
識
博
学
を
以
て
天
下
に
名
あ

り
︑
且
つ
用
工
深
く
︑
歴
歳
久
し
く
︑
又
た
之
を
助
く
る
に
顧
君
景
蕃
の
該
洽
た
る
を
以
て
す
れ
ば
︑
則
ち
東
坡
の
意
に
於
い
て
︑
蓋
し

幾い
く
ばく
も
以
て
憾
む
こ
と
無
く
べ
か
ら
ん
や
）」
と
評
し
た
が）

11
（

︑
⑺
も
そ
の
「
該
洽
」
た
る
学
識
に
よ
っ
て
注
釈
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
南
宋
に
お
い
て
は
︑
北
宋
か
ら
の
資
料
を
基
に
蘇
詞
を
集
大
成
し
た
詞
集
と
︑
蘇
詞
の
注
釈
本
が
編
纂
さ
れ
︑
こ
こ
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に
蘇
詞
集
の
原
形
が
定
ま
っ
た
︒
ま
た
︑
南
宋
で
刊
行
さ
れ
た
二
本
の
注
釈
本
い
ず
れ
も
が
詩
集
編
纂
に
関
わ
る
人
物
に
よ
る
も
の
で

あ
り
︑
傅
幹
・
顧
禧
の
蘇
詞
の
注
釈
が
蘇
詩
の
注
釈
の
影
響
を
受
け
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
︒

三
、
金
に
お
け
る
蘇
詞
集
―
選
集
の
出
現

靖
康
の
変
よ
り
以
後
︑
モ
ン
ゴ
ル
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
北
を
治
め
た
金
に
お
い
て
も
︑
蘇
軾
の
詩
文
は
多
く
の
読
者
を
得
た
︒
詞
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
︑
金
人
が
如
何
な
る
蘇
詞
集
を
読
ん
だ
の
か
は
不
明
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
お
そ
ら
く
金
で
は
⑷
の
『
東
坡

楽
府
』
二
巻
か
そ
の
系
統
本
が
流
伝
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
れ
は
︑
金
人
に
よ
る
以
下
の
詞
集
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒

⑻
孫
鎮
撰
注
『
注
東
坡
楽
府
』

⑼
元
好
問
撰
輯
『
東
坡
楽
府
選
集
』

 

但
し
︑
こ
の
二
本
は
今
は
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
い
る
︒
⑻
は
承
安
二
年
（
一
一
九
七
）
の
進
士
で
あ
る
孫
鎮
（
字
は
安
常
）
に
よ
る

注
釈
本
で
︑
清
の
黄
虞
稷
（
字
は
兪
邰
︑
一
六
二
九－
九
一
）
の
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
三
十
二）

13
（

に
「
孫
鎭
『
注
東
坡
樂
府
』」
と
あ
り
︑

ま
た
︑
⑼
の
編
者
で
あ
る
元
好
問
（
字
は
裕
之
︑
一
一
九
〇－

一
二
五
七
）
に
よ
る
自
序
に
以
下
の
言
及
が
あ
る
︒

絳
人
孫
安
常
注
坡
詞
︑
參
以
汝
南
文
伯
起
『
小
雪
堂
詩
話
』︑
刪
去
佗
人
所
作
「
無
愁
可
解
」
之
類
五
十
六
首
︑
其
所
是
正
︑
亦
無

慮
數
十
百
處
︑
坡
詞
遂
爲
完
本
︑
不
可
謂
無
功
︒

絳
の
人
孫
安
常
は
坡
詞
に
注
し
︑
参
す
る
に
汝
南
文
伯
起
の
『
小
雪
堂
詩
話
』
を
以
て
し
︑
佗
人
の
作
る
所
の
「
無
愁
可
解
」
の

類
五
十
六
首
を
刪
去
し
︑
其
の
是
正
す
る
所
︑
亦
た
数
十
百
処
を
慮
る
こ
と
無
く
︑
坡
詞
遂
に
完
本
と
為
り
︑
功
無
き
と
謂
ふ
べ

か
ら
ず
︒   

元
好
問
「
東
坡
樂
府
集
選
引
」（『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
六
）
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汝
南
︑
即
ち
蔡
州
の
人
で
あ
る
文
商
（
字
は
伯
起
）
は
当
時
の
蘇
軾
の
熱
心
な
信
奉
者
の
一
人
で
あ
っ
た
︒
彼
に
は
王
寂
（
字
は
元

老
︑
一
一
二
八－

九
四
）
と
の
交
遊
が
王
寂
の
別
集
『
拙
軒
集
』
所
収
の
詩
か
ら
窺
え
︑
ま
た
︑
王
若
虚
（
字
は
従
之
︑
一
一
七
四－

一
二
四
三
）
の
『
滹
南
遺
老
集
』
に
も
そ
の
評
論
が
見
え
る）

14
（

︒
文
商
は
自
ら
の
書
堂
あ
る
い
は
号
を
蘇
軾
が
黄
州
時
代
に
建
て
た
「
雪

堂
」
に
因
ん
で
「
小
雪
堂
」
と
し
︑
蘇
軾
の
詩
詞
に
つ
い
て
評
論
し
た
『
小
雪
堂
詩
話
』
を
著
し
た
︒
こ
れ
は
現
在
散
佚
し
て
い
る
も

の
の
︑
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
︒
孫
鎮
は
そ
の
『
小
雪
堂
詩
話
』
を
参
照
し
︑
蘇
詞
の
注
釈
を
完
成
さ
せ
た
︒
元
好
問
は
︑

そ
の
よ
う
に
し
て
「
完
本
」
を
定
め
た
孫
鎮
の
功
績
を
称
え
た
の
で
あ
る
︒
元
好
問
の
編
纂
し
た
金
人
の
詩
詞
を
集
め
た
『
中
州
集
』

巻
七
に
孫
鎮
の
詩
「
許
氏
雙
桂
堂
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
経
歴
が
略
述
さ
れ
て
い
る
︒

孫
省
元
鎭
︒
鎭
︑
字
安
常
︑
絳
州
人
︒
高
才
博
學
︑
嘗
中
省
試
魁
︑
承
安
二
年
︑
五
赴
廷
試
賜
第
︒
以
陜
令
致
仕
︑
年
八
十
四
卒
︒

有
『
注
東
坡
樂
府
』『
歴
代
登
科
記
』︑
行
於
世
︒
弟
︑
寧
州
刺
史
錡
︑
字
安
世
︑
潘
原
令
鉉
︑
字
安
道
︑
同
牓
擢
第
︒
郷
人
榮
之
︑

號
三
桂
孫
氏
︒
安
常
孫
詵
︑
思
美
︑
軍
府
參
佐
︑
安
世
孫
處
謙
・
志
全
︑
安
道
孫
蔚
︑
今
倶
在
︒

孫
省
元
鎮
︒
鎮
︑
字
は
安
常
︑
絳
州
の
人
︒
高
才
博
学
に
し
て
︑
嘗
て
省
試
の
魁
に
中
し
︑
承
安
二
年
︑
五
た
び
廷
試
に
赴
き
賜

第
す
︒
陜
令
を
以
て
致
仕
し
︑
年
八
十
四
に
し
て
卒
す
︒『
注
東
坡
楽
府
』『
歴
代
登
科
記
』
有
り
︑
世
に
行
ふ
︒
弟
︑
寧
州
刺
史

錡
︑
字
は
安
世
︑
潘
原
令
鉉
︑
字
は
安
道
︑
同
牓
擢
第
す
︒
郷
人
は
之
を
栄
と
し
︑
三
桂
孫
氏
と
号
す
︒
安
常
の
孫
は
詵
︑︹
字

は
︺
思
美
︑
軍
府
参
佐
な
り
︑
安
世
の
孫
は
処
謙
・
志
全
︑
安
道
の
孫
は
蔚
︑
今
倶
に
在
り
︒

 

こ
の
よ
う
に
︑
孫
鎮
は
絳
州
︑
即
ち
現
在
の
山
西
省
の
南
西
部
の
出
身
で
あ
り
︑
同
じ
く
山
西
の
太
原
府
忻
州
の
人
で
あ
る
元
好
問

と
の
縁
故
が
あ
っ
た
か
と
推
測
す
る
︒
と
い
う
の
も
︑
こ
こ
に
元
好
問
が
孫
鎮
兄
弟
の
孫
た
ち
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
︒
ま
た
︑
南
宋
の
注
釈
本
と
比
較
す
る
と
︑
⑻
の
編
纂
は
⑺
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
ろ
う
︒

⑼
は
⑻
か
ら
元
好
問
が
七
十
五
首
の
詞
を
採
録
し
た
選
集
で
あ
る
︒
元
好
問
は
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
選
び
出
す
の
で
は
な
く
︑
句
や

注
釈
に
つ
い
て
自
ら
考
証
し
た
上
で
選
ん
だ
︒
彼
は
序
文
に
て
⑻
の
紹
介
を
行
っ
た
後
︑
所
収
の
蘇
詞
の
う
ち
︑「
南
柯
子
（
南
歌
子
）」

の
句
の
考
証
を
行
い
︑「
沁
園
春
︹
赴
密
州
早
行
馬
上
寄
子
由
︺」
は
蘇
軾
の
作
に
非
ず
と
断
じ
︑
更
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
︒
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又
前
人
詩
文
︑
有
一
句
或
一
二
字
異
同
者
︑
蓋
傳
寫
之
久
︑
不
無
訛
謬
︒
或
是
落
筆
之
後
︑
隨
有
改
定
︒
而
安
常
一
切
以
別
本
爲

是
︒
是
亦
好
奇
尚
異
之
蔽
也
︒
就
孫
集
録
取
七
十
五
首
︑
遇
語
句
兩
出
者
︑
擇
而
從
之
︒
自
餘
「
玉
龜
山
」
一
篇
︑
予
謂
非
東
坡

不
能
作
︑
孫
以
爲
古
詞
刪
去
之
︑
當
自
別
有
所
據
︒
姑
存
卷
末
以
俟
更
考
︒
丙
申
九
月
朔
︑
書
于
陽
平
寓
居
之
東
齋
︑
元
某
引
︒

又
た
前
人
の
詩
文
︑
一
句
に
或
は
一
二
字
の
異
同
有
る
者
︑
蓋
し
伝
写
の
久
し
く
し
て
︑
訛
謬
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
︒
或
は
是
れ

落
筆
の
後
︑
随
ひ
て
改
定
す
る
こ
と
有
ら
ん
︒
而
し
て
安
常
一
切
別
本
を
以
て
是
と
為
す
︒
是
も
亦
た
奇
を
好
み
異
を
尚
ぶ
の
蔽

な
り
︒
孫
集
に
就
き
て
七
十
五
首
を
録
取
し
︑
語
句
両
出
す
る
者
に
遇
へ
ば
︑
択
し
て
之
に
従
ふ
︒
自
余
「
玉
亀
山
」
一
篇
は
︑

予
は
東
坡
の
作
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
非
ず
と
謂
ふ
も
︑
孫
は
以
て
古
詞
と
為
し
之
を
刪
去
す
る
は
︑
当
に
自
ら
別
に
拠
る
所
有
る

べ
し
︒
姑
く
巻
末
に
存
し
て
以
て
更
考
す
る
を
俟
た
ん
︒
丙
申
九
月
朔
︑
陽
平
寓
居
の
東
斎
に
書
す
︑
元
某
引
す
︒

 

元
好
問
は
︑
異
同
に
つ
い
て
「
一
切
別
本
を
以
て
是
と
為
」
し
た
⑻
に
は
「
奇
を
好
み
異
を
尚
ぶ
の
蔽
」
が
見
ら
れ
る
と
し
︑
語
句

に
両
説
が
あ
る
場
合
は
自
ら
考
証
し
て
選
択
し
た
︒
ま
た
︑
孫
鎮
が
蘇
軾
の
作
で
は
な
く
昔
の
詞
と
し
て
採
録
し
な
か
っ
た
「
玉
亀
山
」

を
︑
元
好
問
は
蘇
軾
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
ず
︑
巻
末
に
配
し
て
後
人
の
考
証
を
待
つ
こ
と
に
し
た
と
い
う
︒
因
み
に
︑
元

好
問
は
正
大
六
年
（
一
二
二
九
）
に
『
東
坡
詩
雅
』
三
巻
と
い
う
選
集
を
編
纂
し
た
︒
そ
の
序
文
で）

15
（

六
朝
や
唐
以
来
の
「
風
雅
」
即
ち

正
統
な
る
「
五
言
詩
」
を
推
奨
し
︑
特
に
陶
淵
明
・
柳
宗
元
を
敬
仰
し
て
詩
作
し
た
の
が
蘇
軾
で
あ
る
と
述
べ
︑
彼
の
五
言
詩
の
う
ち

「
風
雅
」
な
る
も
の
を
集
め
て
『
東
坡
詩
雅
』
を
成
し
た
︒
こ
の
五
年
後
の
天
興
三
年
（
一
二
三
四
）
に
金
は
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
っ
て
滅
ん

だ
が
︑
元
好
問
が
⑼
を
編
纂
し
た
の
は
︑
そ
の
二
年
後
の
一
二
三
六
年
（
モ
ン
ゴ
ル
は
太
宗
八
年
︑
南
宋
は
端
平
三
年
）
九
月
の
こ
と

で
あ
る
︒『
東
坡
詩
雅
』
は
金
人
の
修
学
を
推
進
せ
ん
と
し
て
行
っ
た
文
化
事
業
で
あ
っ
た
が
︑
更
に
︑
⑼
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑
金
人
で
あ
り
山
西
人
で
あ
る
孫
鎮
の
蘇
詞
編
纂
の
業
績
を
世
に
示
し
つ
つ
︑
誤
り
を
正
し
て
そ
の
内
容
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
が
現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
は
最
初
の
蘇
詞
の
注
釈
付
き
選
集
本
で
あ
っ
た
︒
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四
、
元
に
お
け
る
蘇
詞
集
―
旧
版
へ
の
回
帰

金
と
宋
を
併
呑
し
た
元
に
お
い
て
は
︑
新
た
な
形
態
の
蘇
詞
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
蘇
詞
集
と
し
て
最
も

有
名
で
あ
り
︑
蘇
詞
集
の
定
本
と
言
わ
れ
る
も
の
が
編
纂
さ
れ
た
︒

⑽
葉
曾
編
『
東
坡
楽
府
』
二
巻

 

こ
れ
は
元
延
祐
庚
申
刊
本
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
延
祐
七
年
（
一
三
二
〇
）
に
元
の
葉
曾
が
刊
刻
し
た
︒
上
巻
四
十
一
調
一
一
五
首
︑

下
巻
二
十
七
調
一
六
六
首
︑
総
計
で
六
十
八
調
二
八
一
首
の
詞
を
収
録
す
る
︒
そ
の
自
序
に
刊
行
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る）

16
（

︒

今
之
長
短
句
︑
古
三
百
篇
之
遺
旨
也
︒
自
風
雅
隳
散
︑
流
爲
鄭
衛
侈
靡
之
音
︑
不
能
覆
古
之
淳
厚
久
矣
︒
東
坡
先
生
以
文
名
於
世
︑

吟
詠
之
餘
︑
樂
章
數
百
篇
︑
樂
而
不
淫
︑
哀
而
不
傷
︑
眞
得
六
義
之
體
︒
觀
其
命
意
吐
詞
︑
非
渉
學
窺
測
︒
好
事
者
或
爲
之
注
釋
︑

中
間
穿
鑿
甚
多
︑
爲
識
者
所
誚
︑
舊
板
湮
沒
已
久
︒
余
有
家
藏
善
本
︑
再
三
校
正
一
新
︑
刻
梓
以
永
流
布
︒
使
先
生
文
章
之
光
焰
︑

復
盛
於
明
時
︑
不
亦
幸
乎
︒
延
祐
庚
申
正
月
望
日
︑
括
蒼
雲
深
葉
曾
刻
於
雲
間
南
阜
書
堂
︒

今
の
長
短
句
は
︑
古
の
三
百
篇
の
遺
旨
な
り
︒
風
雅
隳
散
し
て
よ
り
︑
流
し
て
鄭
衛
の
侈
靡
の
音
を
為
し
︑
古
の
淳
厚
な
る
に
覆

す
る
能
は
ざ
る
こ
と
久
し
︒
東
坡
先
生
は
文
を
以
て
世
に
名
あ
り
︑
吟
詠
の
余
︑
楽
章
数
百
篇
︑
楽
し
み
て
淫
せ
ず
︑
哀
し
み
て

傷
ま
ず
︑
真
に
六
義
の
体
を
得
た
り
︒
其
の
命
意
吐
詞
す
る
を
観
︑
渉
学
窺
測
す
る
に
非
ず
︒
好
事
の
者
或
は
之
の
為
に
注
釈
し
︑

中
間
穿
鑿
す
る
こ
と
甚
だ
多
く
︑
識
者
の
誚
む
る
所
と
為
り
︑
旧
板
湮
没
す
る
こ
と
已
に
久
し
︒
余
家
蔵
の
善
本
有
り
︑
再
三
校

正
し
て
一
新
し
︑
梓
に
刻
み
て
以
て
永
へ
に
流
布
せ
ん
と
す
︒
先
生
の
文
章
の
光
焰
を
し
て
︑
復
た
明
時
に
盛
ん
な
ら
し
め
ば
︑

亦
た
幸
ひ
な
ら
ず
や
︒
延
祐
庚
申
正
月
望
日
︑
括
蒼 

雲
深 

葉
曾 

雲
間
南
阜
書
堂
に
刻
す
︒

 

前
述
し
た
⑴
～
⑼
の
詞
集
は
勿
論
の
こ
と
︑
お
そ
ら
く
は
他
の
蘇
詞
集
も
書
肆
な
ど
に
よ
っ
て
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
上
︑
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こ
こ
に
「
好
事
の
者
或
は
之
の
為
に
注
釈
し
︑
中
間
穿
鑿
す
る
こ
と
甚
だ
多
く
︑
識
者
の
誚
む
る
所
と
為
」
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
︑
⑹

～
⑻
を
始
め
︑
注
釈
本
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
の
一
方
で
︑「
旧
板
」︑
即
ち
昔
か
ら
伝
わ
る
蘇
詞
集
が
「
湮

没
す
る
こ
と
已
に
久
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
葉
曾
は
括
蒼
の
自
家
の
書
堂
に
お
い
て
︑「
古
の
淳
厚
な
る
に
覆
す
る
」

意
味
も
込
め
て
蘇
詞
集
の
旧
版
の
復
刻
を
考
え
た
︒

括
蒼
は
︑
浙
江
の
南
西
部
に
位
置
し
︑
南
隣
は
福
建
で
あ
る
︒
北
宋
以
来
︑
浙
江
は
出
版
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
︑
蘇
軾
の
生
前

か
ら
特
に
杭
州
（
臨
安
）
に
て
多
く
の
蘇
軾
文
集
が
出
版
さ
れ
︑
同
じ
く
福
建
も
出
版
業
が
盛
行
し
て
お
り
︑
南
宋
で
は
『
王
状
元
集

百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
二
十
五
巻
や
蘇
嶠
編
『
東
坡
別
集
』
四
十
六
巻
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た）

17
（

︒
詞
集
に
つ
い
て
云
え
ば
︑
南
宋
の

も
の
の
多
く
は
浙
江
で
刊
行
さ
れ
︑
⑹
は
傅
氏
の
故
郷
で
あ
る
福
建
仙
渓
に
て
編
纂
さ
れ
た
後
︑
浙
江
の
銭
塘
で
刊
刻
さ
れ
た
︒
そ
し

て
︑
浙
江
括
蒼
に
居
住
す
る
葉
曾
は
南
宋
伝
来
の
家
蔵
の
善
本
を
基
礎
に
多
く
の
通
行
す
る
別
本
に
よ
っ
て
「
再
三
校
正
し
て
一
新
し
」

た
と
い
う
︒
こ
れ
は
特
に
清
人
に
評
価
さ
れ
︑
顧
広
圻
（
字
は
千
里
）
や
黄
丕
烈
（
字
は
紹
武
︑
号
は
蕘
圃
）
な
ど
が
激
賞
し
た）

18
（

︒
ま

た
︑
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
⑴
～
⑽
の
う
ち
︑
今
に
伝
わ
る
の
は
⑹
及
び
⑽
の
み
で
︑
⑽
は
定
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
︒
そ
れ
は
北
宋
以
来
の

知
識
を
集
大
成
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
や
︑注
釈
を
除
外
し
て
簡
便
な
る
形
に
回
帰
し
た
こ
と
が
却
っ
て
評
価
を
高
め
た
た
め
で
あ
っ
た
︒

終
わ
り
に

蘇
軾
の
詞
集
は
︑
彼
の
生
前
か
ら
で
は
な
く
︑
歿
後
に
編
纂
が
始
ま
っ
た
︒
そ
の
形
態
は
︑
全
て
の
詞
を
網
羅
し
た
詞
集
に
始
ま
り
︑

南
宋
に
は
注
釈
本
が
出
現
し
た
︒
北
の
金
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
︑
そ
こ
か
ら
幾
首
か
を
選
出
し
て
編
ん
だ
選
集
を
元
好
問
が

刊
行
し
た
︒
南
宋
に
お
い
て
既
に
多
く
の
蘇
軾
の
詩
の
注
釈
本
が
あ
り
︑
そ
の
知
識
の
蓄
積
に
よ
っ
て
詞
の
注
釈
本
も
大
部
な
も
の
に

な
っ
た
が
︑
一
方
で
︑
そ
れ
は
蘇
詞
を
賞
翫
し
︑
ま
た
︑
読
者
が
自
ら
の
創
作
に
活
用
す
る
に
は
不
便
で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
の
金
に
お

け
る
選
集
の
出
現
︑
元
に
お
け
る
旧
版
へ
の
回
帰
と
い
う
流
れ
は
︑
蘇
詞
が
長
ら
く
愛
好
さ
れ
た
こ
と
と
同
時
に
︑
元
来
遊
戯
的
要
素

の
強
い
詞
と
い
う
文
学
形
態
が
影
響
し
た
結
果
で
も
あ
ろ
う
︒

ま
た
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
蘇
詞
集
の
編
纂
と
伝
承
は
地
縁
や
血
縁
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
︒
時
代
が
変
遷
し
て
い
く
中
に
お
い
て
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も
︑
蘇
詞
集
は
編
者
・
注
釈
者
を
支
え
た
地
縁
・
血
縁
に
よ
っ
て
編
纂
が
行
わ
れ
︑
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

北
宋

南
宋
／
金

元

詞
集

張
康
国
本

蜀
本

　
　
　

曾
慥
編
『
東
坡
長
短
句
』

　
　
　
　

南
宋
刊
『
東
坡
楽
府
』

　
　
　
　

南
宋
刊
『
東
坡
詞
』

　
　
　
　
　

葉
曾
編
『
東
坡
楽
府
』

注
釈

　
　

傅
幹
注
『
注
坡
詞
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
禧
注
『
補
注
東
坡
長
短
句
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

孫
鎮
注
『
注
東
坡
楽
府
』

選
集

注

（
1
）  

村
上
哲
見
「
詩
と
詞
―
中
国
に
お
け
る
詩
の
正
統
意
識
―
」（『
中
国
文
人
論
』
所
収
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
九
四
年
）︑
六
〇
頁
～
六

二
頁
︒

（
2
）  

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
蘇
轍
『
欒
城
集
』
に
お
い
て
も
「
蓋
集
爲
轍
所
手
定
︑
與
東
坡
諸
集
出
自
他
人
裒
輯
不
同
」
と
指
摘
さ
れ

る
︒
蘇
轍
は
『
欒
城
集
』
五
十
巻
︑『
欒
城
後
集
』
二
十
四
巻
︑『
欒
城
三
集
』
十
巻
の
計
八
十
四
巻
を
自
ら
編
纂
し
た
︒

（
3
）  

注
（
7
）
の
蘇
軾
の
墓
誌
銘
に
記
述
が
あ
る
よ
う
に
︑
和
陶
詩
を
集
め
た
詩
集
は
蘇
軾
の
生
前
に
ほ
ぼ
編
纂
さ
れ
て
い
た
も
の
の
︑
書

名
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
現
存
す
る
南
宋
黄
州
刊
本
の
書
名
は
『
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
』
で
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
『
和
陶
詩
集
』

と
略
称
︒
北
宋
・
南
宋
の
蘇
集
編
纂
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
「
蘇
集
源
流
考
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
二
号
︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
︑

二
〇
一
三
年
）︑
同
「
南
宋
蘇
集
編
纂
考
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
三
号
︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
︑
二
〇
一
四
年
）
参
照
︒

（
4
）  

主
な
先
行
研
究
と
し
て
︑
劉
尚
栄
『
蘇
軾
著
作
版
本
論
叢
』（
巴
蜀
書
社
︑
一
九
八
八
年
）
所
収
「
蘇
軾
詞
集
版
本
綜
述
」
及
び
「
鈔
本

︽
注
坡
詩
︾
考
辨
―
兼
談
︽
東
坡
楽
府
箋
︾」
が
あ
る
︒

元
好
問
輯
『
東
坡
楽
府
選
集
』
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（
5
）  

小
川
環
樹
・
山
本
和
義
『
蘇
東
坡
詩
選
』（
岩
波
文
庫
︑
一
九
七
五
年
）
中
の
山
本
和
義
「
解
説
」
参
照
︒

（
6
）  

鄒
同
慶
・
王
宗
堂
『
蘇
軾
詞
編
年
校
注
』
上
中
下
全
三
冊
（
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
二
年
）︒

（
7
）  
蘇
轍
「
亡
兄
子
瞻
端
明
墓
誌
銘
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
十
二
）
に
は
「
有
『
東
坡
集
』
四
十
卷
︑『
後
集
』
二
十
卷
︑『
奏
議
』
十
五
卷
︑

『
内
制
』
十
卷
︑『
外
制
』
三
卷
︒
公
詩
本
似
李
杜
︑
晩
喜
陶
淵
明
︑
追
和
之
者
幾
遍
︑
凡
四
卷
」
と
あ
る
が
︑
蘇
詞
集
に
は
言
及
が
な
い
︒

（
8
）  

曾
慥
の
跋
文
は
注
（
16
）
呉
訥
編
『
唐
宋
名
賢
百
家
詞
』
所
収
『
東
坡
詞
拾
遺
』
に
「
東
坡
拾
遺
跋
語
」
と
し
て
収
録
︒

（
9
）  

洪
邁
『
容
斎
四
筆
』
巻
十
五
「
徽
廟
朝
宰
輔
」
に
「
蔡
京
擅
國
命
︑
首
尾
二
十
餘
年
︑
一
時
士
大
夫
︑
未
有
不
因
之
以
至
大
用
者
︑
其

後
頗
采
公
議
︑
與
爲
異
同
︒
︙
︙
其
居
執
政
位
者
︑
如
張
康
國
賓
老
・
温
益
禹
弼
・
劉
逵
公
路
・
侯
蒙
元
功
者
︑
皆
有
可
錄
︒
康
國
定
元

祐
黨
籍
︑
看
詳
講
議
司
︑
編
彙
奏
牘
︑
皆
深
預
密
議
︒
及
後
知
樞
密
院
︑
始
浸
爲
崖
異
」
と
あ
る
︒
よ
っ
て
︑『
続
資
治
通
鑑
』
で
「
置
看

詳
講
議
司
」
の
「
詳
」
が
脱
字
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
本
稿
で
は
改
め
た
が
︑
こ
れ
は
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
七
月
︑
王
安
石
に
よ

る
制
置
三
司
条
例
司
の
設
置
に
倣
っ
て
尚
書
省
に
「
講
議
司
」
が
置
か
れ
た
こ
と
を
指
す
︒
ま
た
︑『
宋
史
』
徽
宗
本
紀
に
よ
る
と
︑「
元

祐
党
籍
碑
」
は
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
九
月
に
端
礼
門
に
建
て
ら
れ
︑
翌
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
九
月
に
は
全
国
の
役
所
に
設
置
さ

れ
た
と
い
う
︒「
編
類
章
疏
」
は
「
元
祐
臣
僚
章
疏
」
の
編
纂
を
指
し
︑
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
四
月
︑
章
惇
・
蔡
卞
等
の
主
導
に
よ
っ

て
始
ま
る
が
︑
紆
余
曲
折
の
後
︑
崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
二
月
に
「
是
月
︑
詔
翰
林
學
士
張
康
國
編
類
「
元
祐
臣
寮
章
疏
」」
と
記
載
が

あ
る
（『
続
資
治
通
鑑
』）︒

（
10
）  

蘇
軾
「
張
文
定
公
墓
誌
銘
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
十
四
）
に
「
公
姓
張
氏
︑
諱
方
平
︑
字
安
道
︒
其
先
宋
人
也
︑
後
徙
揚
州
」
と
あ
る
︒

蘇
軾
「
樂
全
先
生
文
集
敍
」
は
『
蘇
軾
文
集
』
巻
十
に
収
録
さ
れ
て
お
り
︑「
軾
年
二
十
︑
以
諸
生
見
公
成
都
︑
公
一
見
待
以
國
士
︒
今
三

十
餘
年
︑
所
以
開
發
成
就
之
者
至
矣
︑
而
軾
終
無
所
效
尺
寸
於
公
者
︑
獨
求
其
文
集
︑
手
校
而
家
藏
之
︑
且
論
其
大
畧
︑
以
待
後
世
之
君

子
」
と
述
べ
る
︒

（
11
）  

范
氏
一
族
や
︑
蘇
轍
・
蘇
過
の
潁
昌
府
隠
棲
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
「
蘇
轍
に
よ
る
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
の
繼
承
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』

第
六
十
三
集
︑
二
〇
一
一
年
）
参
照
︒
潁
川
韓
氏
に
は
︑
蘇
軾
の
曾
孫
蘇
峴
の
墓
誌
銘
（「
朝
散
郎
秘
閣
修
撰
江
南
西
路
轉
運
副
使
蘇
公
墓

誌
銘
」『
南
澗
甲
乙
稿
』
巻
二
十
一
）
も
書
い
た
韓
元
吉
が
お
り
︑
彼
の
一
家
は
潁
昌
府
に
居
住
し
て
い
た
︒
韓
元
吉
「
書
許
昌
唱
和
集

後
」（『
南
澗
甲
乙
稿
』
巻
十
六
）
に
よ
る
と
︑
祖
父
韓
瑨
（
字
は
君
表
︑
韓
維
の
孫
）
が
通
判
潁
昌
府
軍
府
事
で
あ
っ
た
折
︑
葉
望
得
や
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蘇
過
な
ど
当
地
の
文
人
と
詩
文
の
応
酬
を
行
っ
て
交
遊
を
深
め
た
と
い
う
︒
蘇
過
『
斜
川
集
校
注
』
巻
五
に
は
︑
韓
瑨
の
詩
に
和
韻
し
た

「
次
韻
和
韓
君
表
讀
淵
明
詩
︑
餽
曾
存
之
置
酒
唱
酬
之
什
」︑
ま
た
︑
韓
縝
の
子
で
あ
る
韓
宗
武
（
字
は
文
若
）
の
詩
に
和
韻
し
た
「
次
韻

韓
文
若
展
江
六
詠
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

（
12
）  
朱
弁
『
曲
洧
旧
聞
』
巻
六
に
「
韓
持
正
侍
郎
︑
字
存
中
︑
雖
爲
張
賓
老
所
知
在
︑
從
班
十
八
年
︑
無
所
附
麗
︒
故
蔡
京
不
喜
︑
大
觀
以

後
︑
多
偃
藩
於
外
︒
能
知
本
朝
典
故
︑
談
祖
宗
時
事
︑
歴
歴
如
在
目
前
」
と
あ
る
︒
韓
持
正
は
唐
の
韓
愈
の
子
孫
で
︑「
修
武
韓
文
公
門

譜
」
の
序
文
で
「
知
鄭
州
十
世
裔
孫
潁
川
持
正
存
中
頓
首
」
と
著
名
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
張
擴
「
送
韓
存
中
侍
郎
赴
隨
州
」（『
東
窓
集
』

巻
一
）
に
「
今
年
河
陽
歸
︑
坐
穏
得
處
所
︒
開
關
逢
俗
人
︑
却
走
唾
腐
鼠
︒
禪
房
大
如
掌
︑
僅
著
范
蘇
呂
」
と
あ
り
︑
自
注
で
「
范
信
中
・

蘇
叔
寛
・
呂
居
仁
」
と
記
す
︒

（
13
）  

注
（
4
）
劉
尚
栄
「
蘇
軾
詞
集
版
本
綜
述
」
参
照
︒

（
14
）  

范
祖
禹
「
薦
張
康
國
劄
子
」（『
范
太
史
集
』
巻
二
十
四
「
奏
議
」）
よ
り
引
く
︒
ま
た
︑
同
「
手
記
」（『
范
太
史
集
』
巻
五
十
五
）
に
も

「
饒
州
教
授
改
官
︑
徐
鐸
榜
及
第
︒
元
祐
七
年
︑
薦
學
官
」
と
あ
る
︒

（
15
）  

曾
慥
『
楽
府
雅
詞
』
の
自
序
に
「
予
所
藏
名
公
長
短
句
︑
裒
合
成
篇
︑
或
後
或
先
︑
非
有
詮
次
︑
多
是
一
家
︑
難
分
優
劣
︒
渉
諧
謔
︑

則
去
之
名
曰
『
樂
府
雅
詞
』︒
九
重
傳
出
︑
以
冠
于
篇
首
︑
諸
公
轉
踏
次
之
︒
歐
公
一
代
儒
宗
︑
風
流
自
命
︑
詞
章
幼
眇
︑
世
所
矜
式
︒
當

時
小
人
︑
或
作
艷
曲
︑
謬
爲
公
詞
︒
今
悉
刪
除
︑
凡
三
十
有
四
家
︑
雖
女
流
亦
不
廢
︒
此
外
又
有
百
餘
闋
︑
平
日
膾
炙
人
口
︑
咸
不
知
姓

名
︑
則
類
于
卷
末
︑
以
俟
詢
訪
︑
標
目
『
拾
遺
』
云
︒
紹
興
丙
寅
上
元
日
︑
溫
陵
曾
慥
引
」
と
あ
る
︒

（
16
）  

注
（
4
）
劉
尚
栄
「
蘇
軾
詞
集
版
本
綜
述
」
参
照
︒
天
一
閣
鈔
本
の
呉
訥
編
『
唐
宋
名
賢
百
家
詞
』（
天
津
図
書
館
蔵
珍
本
叢
書
︑
天
津

古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
九
年
）
所
収
の
『
東
坡
詞
』
は
上
巻
一
一
四
首
︑
下
巻
一
五
七
首
︑
拾
遺
四
〇
首
を
収
録
（
そ
の
う
ち
重
複
や
誤

り
に
よ
る
混
入
が
十
一
首
あ
り
）︒

（
17
）  

季
振
宜
『
季
滄
葦
書
目
』（
書
目
五
編
所
収
︑
廣
文
書
局
︑
一
九
七
二
年
）
の
『
延
令
宋
版
書
目
』
参
照
︒

（
18
）  

陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』（
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
六
年
）︒
蘇
軾
「
戚
氏
」
は
『
東
坡
楽
府
』
上
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
こ

れ
は
李
之
儀
「
跋
戚
氏
」（『
姑
溪
居
士
前
集
』
巻
三
十
八
）
を
指
す
︒

（
19
）  

洪
邁
『
容
斎
続
筆
』
巻
十
五
「
注
書
難
」
は
︑「
注
書
至
難
︑
雖
孔
安
國
・
馬
融
・
鄭
康
成
・
王
弼
之
解
經
︑
杜
元
凱
之
解
左
傳
︑
顔
師
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古
之
注
漢
書
︑
亦
不
能
無
失
」
と
述
べ
︑
数
例
の
後
に
『
注
坡
詞
』
に
言
及
し
︑
更
に
「
至
於
「
不
知
天
上
宮
闕
︑
今
夕
是
何
年
」︑
不
能

引
「
共
道
人
間
惆
悵
事
︑
不
知
今
夕
是
何
年
」
之
句
︒「
笑
怕
薔
薇
罥
」「
學
畫
鴉
黄
未
就
」︑
不
能
引
『
南
部
煙
花
錄
』︑
如
此
甚
多
」
と
︑

そ
の
注
釈
の
不
備
を
指
摘
す
る
︒

（
20
）  
傅
幹
『
注
坡
詞
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
年
）
参
照
︒

（
21
）  

注
（
4
）
劉
尚
栄
「
鈔
本
︽
注
坡
詩
︾
考
辨
―
兼
談
︽
東
坡
楽
府
箋
︾」
参
照
︒

（
22
）  

陸
游
「
施
司
諫
註
東
坡
詩
序
」（『
渭
南
文
集
』
巻
十
五
）︒

（
23
）  

黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
全
三
冊
（
書
目
叢
編
︑
廣
文
書
局
︑
一
九
六
七
年
）︒

（
24
）  

王
寂
『
拙
軒
集
』
の
巻
二
に
一
首
あ
り
︑
ま
た
︑
唱
和
詩
と
し
て
「
兒
子
以
詩
酒
送
文
伯
起
︑
既
而
復
繼
三
詩
︒
予
喜
其
用
韻
頗
工
︑

爲
和
五
首
」
及
び
「
伯
起
善
用
強
韻
︑
往
復
愈
工
︑
再
和
五
首
」（
同
巻
三
）
が
あ
り
︑「
與
文
伯
起
帖
」（
同
巻
六
）
も
収
録
さ
れ
て
い

る
︒
王
若
虚
『
滹
南
遺
老
集
』
巻
三
十
一
「
著
述
辨
惑
」
に
お
い
て
︑
王
若
虚
は
︑
蘇
軾
を
忠
臣
と
す
る
南
宋
の
趙
夔
（
字
は
堯
卿
）
や

文
商
の
説
に
疑
義
を
呈
す
る
︒
ま
た
︑
同
巻
三
十
九
「
詩
話
」
に
お
い
て
も
「
文
伯
起
曰
『
先
生
慮
其
不
幸
而
溺
于
彼
︑
故
援
而
止
之
︑

特
立
新
意
︑
寓
以
詩
人
句
法
︒』
是
亦
不
然
︒
公
雄
文
大
手
︑
樂
府
乃
其
游
戲
︑
顧
豈
與
流
俗
爭
勝
哉
︒
蓋
其
天
資
不
凡
︑
辭
氣
邁
往
︑
故

落
筆
皆
絶
塵
耳
」
と
述
べ
る
︒
金
代
の
蘇
軾
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
胡
伝
志
『
金
代
文
学
研
究
』（
安
徽
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
〇
年
）

参
照
︒

（
25
）  

元
好
問
「
東
坡
詩
雅
引
」（『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
六
）
に
「
五
言
以
來
六
朝
之
謝
陶
︑
唐
之
陳
子
昻
・
韋
應
物
・
柳
子
厚
︑
最
爲

近
風
雅
︒
自
餘
多
以
雜
體
爲
之
︑
詩
之
亡
久
矣
︒
雜
體
愈
備
︑
則
去
風
雅
愈
遠
︑
其
理
然
也
︒
近
世
蘇
子
瞻
絶
愛
陶
柳
二
家
︑
極
其
詩
之

所
至
︑
誠
亦
陶
柳
之
亞
︒
然
評
者
尚
以
其
能
似
陶
柳
︑
而
不
能
不
爲
風
俗
所
移
︑
爲
可
恨
耳
︒
夫
詩
至
於
子
瞻
︑
而
且
有
不
能
近
古
之
恨
︑

後
人
無
所
望
矣
︒
乃
作
『
東
坡
詩
雅
』︒
目
録
一
篇
︒
正
大
己
丑
︑
河
南
元
某
書
於
内
郷
劉
鄧
州
光
父
之
東
齋
」
と
あ
る
︒

（
26
）  

葉
曾
編
『
東
坡
楽
府
』（
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
）
参
照
︒

（
27
）  

注
（
3
）
拙
論
参
照
︒
蘇
軾
の
生
前
か
ら
宋
代
の
蘇
集
の
多
く
は
浙
江
・
福
建
・
蜀
で
出
版
さ
れ
た
︒

（
28
）  

黄
丕
烈
『
蕘
圃
蔵
書
題
識
』
巻
十
の
「
東
坡
樂
府
二
卷 

元
本
」
の
跋
文
を
参
照
︒
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※ 

本
稿
は
平
成
二
十
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
蘇
軾
文
集
の
成
立
と
伝
承
に
関
す

る
研
究
」（
課
題
番
号
：26770128

）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒


